
較すると、人口に対する市職員数は少ない状況にあり
ます。また、平成14年度から５年間、職員の採用を見
送っていた時期があったことから、政策立案や事業実
施の際に中核となる中堅職員が少ないことも大きな課
題であり、人材の確保・育成は急務となっています。
　こうした状況を前に、市では、接遇研修などの基礎
的な研修に加え、法制執務研修など、法務能力の向上
にも取り組み、専門性の高い業務でも活躍できる職員
の育成につなげています。
　また、積極的に市民に飛び込み、ともに汗をかくこ
とができる職員を育成するには、机の前にいるだけで
はわからない、さまざまなことを学ぶ機会が重要です。
新型コロナウイルス感染症の影響によって残念ながら
多くの事業が中止となってしまいましたが、市制施行
50周年記念事業実行委員会では、志木市の未来に向け
て、市民の皆さまと職員がいっしょになって知恵を絞
り、時に熱い議論を交わしたことにより、若手職員の
成長と、互いの絆

きずな

づくりにつながったものと実感して
います。
　コロナ禍において、多くの方が不安な気持ちで過ご
されていることと思いますが、市民の皆さまの気持ち
に寄り添い、安心した日常を取り戻せるよう、新しい
知恵を出して前へ進んでいく職員の育成に、組織を挙
げて取り組んでいきます。

　新年度がはじまり、早ひと月。入学式や入社式を終え、
新生活を迎えられた方にとっては、瞬く間に過ぎ去っ
たひと月だったのではないでしょうか。
　今年度、志木市には未来を支える11人の職員がそれ
ぞれの夢や希望を胸に入庁し、辞令交付式では私から
４つの心構えを伝えました。１つ目は、市民の視点に
立った接遇を実践すること。２つ目は、常に自身を磨
き続け、自らの職員力を高める努力を惜しまないこと。
３つ目は、市民に飛び込み、協働によるまちづくりを
推進すること。そして、４つ目は、災害時には身を挺

てい

する覚悟を持つこと。これらの重要性を伝え、「志木市
づくり」のために邁

まい

進
しん

できる職員になってほしい、そん
な期待を込めて訓示をしました。
　本市の職員数は、４月１日現在、388人。職員１人あ
たりの人口数は197人であり、県内市平均の151人と比

以心伝心

以心伝心

志木市長

第８回　柏の城

　柏町の志木第三小学校付近に、お城（館）があったことを
ご存知ですか。築城年代や歴代の城主は定かではありま
せんが、15世紀後半、道

どう

興
こう

准
じゅ

后
ごう

が著した『廻
かい

国
こく

雑
ざっ

記
き

』では、
大石顕

あき

重
しげ

が城主であったことがうかがえます。
　18世紀中頃、舘村の名主であった宮原仲

な か え も ん

右衛門が著し
た『舘

たて

村
むら

旧
きゅう

記
き

』には、本
ほん

曲
くる

輪
わ

（志木第三小学校付近）、西の
曲輪（長勝院跡付近）、二の曲輪（志木第三小学校東側の住
宅地）、三の曲輪（志木第三小学校南側のマンション付近）、
大手門などの城の遺構の絵図が書かれています。19世紀
中頃、幕府編

へん

纂
さん

の地誌『新編武蔵風土記稿』には、「廃墟の
あと土手の状わずかに残りて、当時のさま髣

ほう

髴
ふつ

としてみる」
と城跡の土手が残っている様子が記載されています。昭和
55年・60年の発掘調査により「大堀跡」が発見され、城郭の
存在が裏付けられま
した。なお、上杉勢
の直江山城守が柏の
城攻撃のため陣を構
えたと伝承されてい
る場所が、現在も「陣
場」の地名として市
内に伝わっています。 ▲大堀跡の発掘現場（生涯学習課提供）

▶

 
柏
の
城

　城
郭
想
定
図

　（生
涯
学
習
課
提
供
）

柏の城跡
柳瀬川駅

柳瀬川
図書館

柏町6丁目
交差点　

柏町4丁目
交差点　

志木小学校

志木第三小学校

第二福祉センター

住所／志木第三小学校
（柏町3-2-1）付近
柳瀬川駅から徒歩で
約10分
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未来の志木市を支える職員


